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論文内容の要旨

本論文は，活性汚泥法における曝気槽異常発泡および最終沈澱池汚泥浮上現象の原因生物を分離・同定

し，異常現象の発生機作とその制御方法に関する研究の成果をまとめたもので，緒論と本論 5 章，総括な

らびに結論から成っている。

緒論では，下・廃水処理における活性汚泥法の発展経緯の視点から，本研究の必要性と目的について論

述している。

第 1 章では，曝気槽異常発泡，最終沈澱池汚泥浮上現象の原因について，既往の研究報告と実施設での

調査結果を比較検討し浮上汚泥から分離した Nocardia 科放線菌が同現象の原因となる乙とを検証して

いる。

第 2 章では，全国 2 7 ケ所の活性汚泥処理施設より分離した放線菌の形態・生理性状から菌種を同定し，

その代謝生産物であるミコール酸の分子構造を明らかにしている。

第 3章では，放線菌障害の生物・化学的な発生機作lとついて実験的検討を行い，放線菌代謝生産物であ

るミコール酸の持つ強疎水性が同現象の直接的な原因で、ある乙とを解明している。

第 4章では，曝気槽における放線菌の増殖機作について，放線菌の曝気槽植種などの各種因子を考慮し

た動力学式を導出し，乙れと実施設での調査結果から，放線菌障害の第一義的な原因は，曝気槽への放線

菌の植種である乙とを明らかにしているO

第 5 章では，第 4章までに得られた知見に基づき，放線菌の曝気槽植種を制御する方法および曝気槽で

の放線菌の比増殖速度を低下させる方法について考察している。

総括ならびに結論では，以上の各章で得られた諸結果を本論文の目的に従ってまとめ，本研究の意義と

向
。
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将来展望を述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，活性汚泥法における固液分離障害の解明を目的として，曝気槽異常発泡，最終沈澱池汚泥浮

上現象の発生機作とその制御方法に関する研究をまとめたもので，主な研究成果は次の通りである。

(1) 曝気槽異常発泡と最終沈澱池活性汚泥浮上現象の直接原因となる安定化気泡の被膜物質や曝気槽発泡

物は脂質含有率が高く，溶存酸素濃度の高い曝気槽で形成される乙とを明らかにするとともに， ミコー

ル酸を生成する Nocardia 科放線菌が同現象の原因生物であることを検証している。

(2) 全国 2 7 ケ所の活性汚泥処理施設より分離した放線菌は，形態・生理性状から， Nocardi a amarae 

および Rodococcus branchialis の類縁菌に分けられ，乙れらの生成するミコール酸は，前者の場合

には， α側鎖lと不飽和結合が存在し，炭素数C44""' C56 であり，また後者の場合には，炭素数 C56 ""' 

C66 で C63 ， C65 などの奇数個数か蒋在することを明らかにし，その分子構造を決定している。

(3) 放線菌は気液界面および\油液界面lζ集積し易く，活性汚泥に吸着され易いことを検証するとともに，

放線菌障害は放線菌が細胞膜の最外層に強疎水』性のミコール酸を蓄積するためである乙とを明らかにし

ている。

(4) 放線菌の曝気槽内増殖に関する動力学式を導出するとともに，本動力学式から曝気槽内放線菌濃度は，

曝気槽流入下水中の放線菌濃度 水理学的希釈率放線菌の比増殖速度および活性汚泥の希釈率の関数

で示されることを実験的に検証している。

(5) 実施設での調査結果から，放線菌障害の第一義的な原因は，曝気槽への放線菌の植種にあるととを検

証するとともに，実施設での放線菌の曝気槽植種の制御法および曝気槽での放線菌比増殖速度の低下方

法を体系化している。

以上のように，本論文で述べられている活性汚泥における放線菌障害とその制御方法の確立は，活性汚

泥法による実際の下水処理の運転管理の上に学術上，実際上極めて有用な知見を与えるもので，水質管理

工学特に下水処理技術の発展に寄与すると乙ろが極めて大きい。よって本論文は 博士論文として価値あ

るものと認める。
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